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平
成
平
成
2424
年
度
年
度

当当  
初初  

予予  

算算  

成成  

立立
　　

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１
次
お
お
い
町
総
合
計
画
（
〜
平
成

29
年
度
）
は
、
平
成
24
年
度
で
５
年
目
と
な
り
、
計
画
期
間
の
ち
ょ
う
ど
中

盤
に
入
り
ま
す
。
計
画
期
間
の
10
年
間
は
、
合
併
前
に
両
町
村
が
育
ん
で
き

た
ま
ち
づ
く
り
を
す
り
合
わ
せ
、
具
現
化
し
、
そ
の
次
の
計
画
に
つ
な
げ
る

た
め
の
重
要
な
期
間
で
す
。
引
き
続
き
、ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
交

流
」、「
定
住
」、「
活
動
」
を
促
進
し
、「
住
む
人
に
豊
か
さ
を
、
訪
れ
る
人

に
感
動
を
」
〜
お
お
い
町
ふ
る
さ
と
創
生
物
語
〜
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問

総
務
課　
☎

総
務
課　
☎
7777
・
１
１
１
１

・
１
１
１
１
　

　予　算　方　針

「
住
む
人
に
豊
か
さ
を
、
訪
れ
る
人
に
感
動
を
」

「
住
む
人
に
豊
か
さ
を
、
訪
れ
る
人
に
感
動
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
え
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
え
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

１０８億６，８００万円
６億６，０００万円増） 歳入

自
主
財
源
（
49
・
１
%
）

依
存
財
源
（
50
・
９
%
）

町税　　　    40 億 1,615 万円（3.5%）

財産収入など  2 億 7,502 万円（302.9%）

繰入金　　      6 億 7,073 万円（-24.1%）

使用料および手数料  5,829 万円（2.4%）
分担金および負担金  5,187 万円（-1.5%）

国庫支出金    25 億 9,634 万円（5.0%）

県支出金　　14 億 9,134 万円（9.9%）

地方交付税　12 億 5,411 万円（90.0%）

その他　　　  1 億 9,197 万円（2.6%）

諸収入　　      2 億 6,218 万円（-4.3%）

（　）内は前年度比

　

町
の
一
般
会
計
の
総
額
は

１
０
８
億
６
，
８
０
０
万
円
で
前
年

度
と
比
較
し
て
６
億
６
，
０
０
０
万

円
の
増
、
率
に
し
て
６
・
５
％
の
プ

ラ
ス
と
な
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
約
１
２
３
万
円
が
今
年
度
の
事
業

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る

町
税
の
う
ち
、
法
人
町
民
税
に
お
い

て
、
電
力
関
係
事
業
者
か
ら
の
税
収

に
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

個
人
町
民
税
に
お
い
て
、
年
少
扶
養

控
除
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
増
加
す
る

ほ
か
、
固
定
資
産
税
が
増
加
す
る
見

込
み
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
３
・

５
％
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
財
産

収
入
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

一
般
会
計

歳
入

こ
れ
は
町
文
化
協
会
と
町
体
育
協
会

が
解
散
さ
れ
、
そ
の
残
余
財
産
を
受

け
入
れ
る
た
め
で
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
、
国
庫
支
出
金

と
県
支
出
金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
、
電
源
地
域
の
安
心
と
活
力
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
な
ど
の
増
加
や
学

校
耐
震
補
強
工
事
に
国
の
補
助
金
を
受

け
る
予
定
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
大
き
く
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昨
年
度
の

当
初
予
算
編
成
時
に
、
国
の
算
定
基
準

の
変
更
に
よ
り
、
大
幅
に
減
少
と
な
る

予
算
を
計
上
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
の
後
、
国
に
対
し
算
定
基

準
の
見
直
し
を
求
め
た
結
果
、
昨
年
度

は
最
終
的
に
最
小
限
の
減
額
と
な
っ
た
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一般会計当初予算　
　　　（対前年度　６．５％増　歳出

議会費　　　　　  1 億 1,350 万円（-9.4%）

民生費　            　16 億 9,114 万円（-1.5%）

総務費　　            15億4,466万円（-10.0%）

衛生費　　            11 億 7,299 万円（-20.1%）

労働費　　                      4,950 万円（ー）

商工費　　          　9 億 6,982 万円（203.9%）

土木費　　        　10 億 915 万円（15.6%）

消防費　　          　2 億 9,873 万円（ 4.2%）

農林水産業費　　19 億 9,637 万円（-7.0%）

特別会計名 予算額 前年度予算額 増減率（％）

後期高齢者医療事業 88,664 千円 88,459 千円        0.2

国民健康保険事業 827,011 千円 816,475 千円        1.3

国民健康保険診療事業 95,333 千円 98,925 千円 ▲   3.6

介護保険事業 812,831 千円 767,507 千円 　   5.9

介護サービス事業 4,608 千円 12,362 千円 ▲ 62.7

簡易水道事業 533,999 千円 687,944 千円 ▲  22.4

農業集落排水事業 350,061 千円 461,130 千円 ▲  24.1 

特定環境保全公共下水道事業 120,035 千円 125,102 千円 ▲   4.1

合計 2,832,542 千円 3,057,904 千円 ▲   7.4

教育費　　　        16 億 431 万円（48.4%）

災害復旧費　　　          1,100 万円（皆増）

公債費　　　          3 億 8,683 万円（-4.7%） 

予備費　　　                  2,000 万円（ー）

　

特別会計当初予算　２８億３，２５４万円
　　（対前年度　７．４％減　２億２，５３６万円減）

こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
ほ
ぼ
同
水
準
で

の
交
付
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
の
比
率
で
、
特
に
増

加
率
が
大
き
い
の
が
商
工
費
の

２
０
３
・
９
％
。
こ
の
要
因
と
し
て

は
、
平
成
25
年
度
の
開
業
を
目
指
す

賑
わ
い
創
出
施
設
の
建
設
工
事
を
実

施
す
る
た
め
で
す
。

　

他
に
は
教
育
費
が
48
・
４
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
飯
中
学
校

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
や
、
み
ど
り

の
広
場
を
整
備
す
る
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、

28
億
３
，
２
５
４
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
２
億
２
，
５
３
６
万
円
の

減
、
７
・
４
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま

し
た
。
簡
易
水
道
事
業
と
農
業
集
落

排
水
事
業
で
大
幅
な
施
設
改
修
が
完

了
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

歳
出

特
別
会
計

　　  【用語解説】

●一般会計

　地方公共団体の行政運営上基

本的な分野を行う会計

●特別会計

　特定の事業を特定の収入を

もって行う会計

●歳入・歳出

　会計年度におけるすべての収

入を歳入といい、すべての支出

を歳出という。

●自主財源・依存財源

　町が自主的に調達するお金か

どうかによって歳入を区分した

もの

●国庫支出金

　特定の目的のために国から交

付されるお金

●県支出金

　特定の目的のために県から交

付されるお金

●地方交付税
　町の財政力などに応じて国か

ら交付されるお金
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平成 24年度の主要施策平成 24年度の主要施策

賑わい創出施設整備事業賑わい創出施設整備事業    ６億２，４３２万円６億２，４３２万円

　年間約30万人の人が訪れるうみんぴあ大飯。
　この賑わいを地元の産業に還元するため、賑わい創出施
設の建設工事に着手し、年度内の完成を目指します。
　また、企業誘致について、すでに誘致の決まっているホー
ムプラザナフコおおい店は昨年の東日本大震災の影響によ
り出店時期の見直しがなされています。引き続き早期の出
店に向け要請していきます。
　ソフト面においても、スーパー大火勢や産業まつりを
引き続き当事業地内で実施するなど、創意工夫して町の
賑わいにつなげます。

みどりの広場整備事業みどりの広場整備事業 ５億５，４１６万円５億５，４１６万円

鳥獣被害防止緊急対策事業鳥獣被害防止緊急対策事業
５億３，６３７万円５億３，６３７万円

　イノシシやシカなどによる農作物被害や集落環境を
守るため、山ぎわに恒久的な金網柵を設置します。
　現在、佐分利地区をはじめ、18の集落で着手してい
ます。今年度も順次整備を進めていきます。
　また嶺南地域有害獣処理施設が若狭町に完成し、１
日あたり約１トンの焼却処分が可能となりました。施
設の運営は嶺南広域行政組合が担い、運営にかかる負
担金を支払います。

農作物鳥獣害対策事業農作物鳥獣害対策事業 　３，７９９万円　３，７９９万円

きのこセンター管理運営事業きのこセンター管理運営事業 ７，７８６万円７，７８６万円

　菌床培養施設（三森区）の供用開始に伴い、市場で高
い評価を受けている町産シイタケのさらなる生産拡大を
図るため、きのこの森のきのこセンターをシイタケ栽
培に特化した施設へ改修します。

　

　町民がスポーツやレクリエーション活動をする場の充
実を図るとともに、人、地域の交流を広げるため、総合
運動公園プレーパーク大飯の施設を拡充し、人工芝のサッ
カー場や天然芝のグランドゴルフ場等を整備します。

教育費商工費

農林水産業費

農林水産業費
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　既に公表している町内小中学校の耐震診断結果につ

いて、「Ｄ」ランクのものについては改修を完了してい

ます。

　今年度は「Ｃ」ランクと判定された大飯中学校校舎

の耐震補強工事を実施するとともに、本郷小学校の耐

震実施設計を行います。

中学校校舎等改修事業中学校校舎等改修事業 １億３，９１３万円１億３，９１３万円
小学校校舎等改修事業小学校校舎等改修事業 ９１０万円９１０万円

防災対策事業防災対策事業 　　　　 　　　　 ４，３２７４，３２７万円万円

　防災対策として、地域防災計画の見直し、総合防災

マップデータの作成、河川水位・雨量監視システムの

整備、海抜表示板の設置、放射線測定器等の追加配備、

自主防災組織の育成などを行います。

　また、災害時に住民の皆さまに対する周知、通信手

段を確保するため、町内全域でデジタル同報無線を整

備します。今年度は実施設計を行います。

平
成
24
年
度
の
新
規
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
支
援
事
業

総
務
費

民
生
費

松
寿
苑
改
築
補
助
事
業　
　
　

  

１
０
０
万
円

衛
生
費

し
尿
前
処
理
施
設
管
理
事
業

農
林
水
産
業
費

集
落
農
業
活
性
化
支
援
事
業    

６
６
８
万
円

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業　

    

３
０
０
万
円

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業　

 

１
９
１
万
円

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業  

８
０
３
万
円

児
童
手
当
支
給
事
業  

園
芸
産
地
総
合
支
援
事
業  

１
，
１
２
５
万
円

園
芸
農
業
活
性
化
事
業　

        

１
２
０
万
円

農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

土
木
費公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

３
３
３
万
円

宅
地
分
譲
用
地
取
得
事
業

教
育
費公

民
館
生
涯
学
習
推
進
事
業  　
３
５
７
万
円

災
害
復
旧
費

過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

総務費教育費

商
工
費商

工
等
事
業
所
省
エ
ネ
化
推
進
事
業

１
億
４
，
３
８
８
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

１
，
６
０
０
万
円

５
０
０
万
円

１
億
３
０
０
万
円

１
，
１
０
０
万
円

　

１
，
６
６
２
万
円

２
１
９
万
円

防災行政無線整備防災行政無線整備事業事業 １，５００万円１，５００万円
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名田庄診療所長　中村伸一

　

２
０
１
０
年
六
月
に
刊
行
し
た

拙せ
っ
ち
ょ著

『
自
宅
で
大
往
生
』（
中
公
新
書

ラ
ク
レ
）
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
大
手
ア
マ
ゾ
ン
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ

ン
グ
で
再
浮
上
し
て
い
ま
す
。
二
年

も
前
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
が
、
な

ぜ
再
び
売
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

　

出
版
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。

三
月
末
で
23
万
部
も
売
れ
て
い
る
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

と
ん
で
も
な
く
過
激
な
タ
イ
ト
ル
の

『
大
往
生
し
た
け
り
ゃ
医
療
と
関
わ

る
な
』（
幻
冬
舎
新
書
）
で
す
。
こ

の
本
が
売
れ
に
売
れ
て
、
ど
う
や
ら

拙
著
『
自
宅
で
大
往
生
』
は
こ
の
本

と
関
連
し
て
ち
ょ
っ
と
だ
け
売
れ
て

い
る
、
つ
ま
り
人
の
フ
ン
ド
シ
で
相

撲
を
取
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。

　

し
か
も
、こ
の
著
者
の
名
前
が
〝
中

村
仁
一（
じ
ん
い
ち
）氏
〞な
の
で
す
。

私
〝
中
村
伸
一
（
し
ん
い
ち
）
と
は
、

〝
仁
〞
と
〝
伸
〞
の
一
文
字
違
い
と
い

う
よ
り
は
、
濁
点
が
付
く
か
付
か
な

い
か
の
違
い
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
大
往
生
」
と
「
中
村
○
ん
い
ち
」

と
い
う
不
思
議
な
つ
な
が
り
を
感
じ

た
私
は
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
本
を
取
り

寄
せ
、
一
気
に
読
み
ま
し
た
。

　

中
村
仁
一
先
生
は
、
１
９
４
０
年

生
ま
れ
で
す
か
ら
、
私
よ
り
20
歳
以

上
先
輩
に
あ
た
る
70
代
前
半
の
現
役

医
師
で
す
。
京
都
大
学
医
学
部
を
親

か
ら
の
援
助
な
し
に
卒
業
さ
れ
、
そ

の
後
、
大
学
の
医
局
に
は
一
度
も
所

属
し
な
か
っ
た
根
っ
か
ら
の
臨
床
医

で
す
。
財
団
法
人
高
雄
病
院
院
長
、

理
事
長
を
経
て
２
０
０
０
年
か
ら
京

都
山
科
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
老
人

ホ
ー
ム
「
同
和
園
」
附
属
診
療
所
の

所
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

名
前
も
本
の
タ
イ
ト
ル
も
似
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
大
き
な
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

仁
一
先
生
は
医
学
生
時
代
、
学
費
の

み
な
ら
ず
生
活
費
ま
で
自
力
で
捻
出

し
て
い
た
こ
と
で
す
。
国
立
大
学
な

の
で
私
立
大
学
よ
り
学
費
が
安
い
と

は
い
え
、
医
学
部
を
卒
業
す
る
に
は

六
年
か
か
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を

続
け
な
が
ら
勉
学
に
も
励
む
こ
と

は
、
知
力
、
体
力
、
気
力
が
そ
ろ
っ

て
い
な
い
と
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
知
る
だ
け
で

も
、
相
当
す
ご
い
人
物
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

私
が
卒
業
し
た
自
治
医
科
大
学

は
、
卒
業
後
九
年
間
、
出
身
の
都
道

府
県
庁
に
所
属
し
、
そ
の
人
事
で
地

域
医
療
に
従
事
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
九
年
の
間
に
、

私
も
含
め
ほ
と
ん
ど
の
卒
業
生
は
へ

き
地
や
離
島
の
診
療
所
を
経
験
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が〝
過

酷
〞
だ
と
み
な
さ
れ
、
妙
な
〝
同
情
〞

を
い
た
だ
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
義
務
が
あ
る
代
わ

り
に
、
学
費
は
た
だ
で
、
私
た
ち
の

時
代
に
は
一
カ
月
に
数
万
円
の
生
活

費
ま
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
の
〝
過
酷
〞
な
う
ち
に
入
り

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
軟
弱
者
の
伸
一
に
比
べ
る

と
、
な
ん
と
骨
太
な
仁
一
先
生
で

し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
仁
一
先
生
と
私
に
は
も
っ

と
不
思
議
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の

で
す
。
皆
さ
ん
、
き
っ
と
驚
き
ま
す

よ
！
続
き
は
来
月
号
で
。。。

大
往
生
つ
な
が
り
の
不
思
議
な
ご
縁

 　
　
〜
中
村
仁
一
＆
伸
一
〜 

第
一
報

な
ご
み
診
療
所　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　

  

※
健
康
保
険
証
は
、
月
に
１
度
必
ず
窓
口
で
お
見
せ
下
さ
い
。

　
　
　

※
診
察
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

月 火 水 木 金 土

午前
１診 新谷 新谷 新谷 ※新谷 新谷 担当医
２診 渡瀬 渡瀬 ※渡瀬 渡瀬 渡瀬 ＊
３診 川﨑 ＊ 川﨑 川﨑 ※川﨑 ＊

午後 １診 川﨑 渡瀬 渡瀬 川﨑 休診新谷
川﨑

　 川﨑 佑輝医師
杉田玄白記念公立小浜病院から
（平成 24 年 4月 1日付け）

川村 晴水医師
　　徳島県那賀町の医療機関へ
　　（平成24年 3月 31日付け）

（
老
人
保
健
施
設
か
ら
の
お
礼
）

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
「
古
布
」

や
「
お
手
玉
」
な
ど
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
り

ま
し
た
物
品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■受付時間　【午前】　8：30～ 11：30　【午後】13：30～ 16：00
■診療時間　【午前】　9：00～ 12：00　【午後】14：00～ 16：30
●＊は10時からです
●第1木曜日の午後診察は川﨑先生です
●土曜の午後、日祭日および年末年始は休診です

医
師
外
来
担
当
表
が

　
　

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

『はじめまして。川﨑　佑輝（かわさ
き　ゆうき）と申します。昨年度まで
は、小浜病院に勤務していました。地
域の皆さまのお役に立てればと思って
います。どうぞよろしくお願いします』

こ
ち
ら

 　

な
ご
み
診
療
所

医師異動のお知らせ！

医師異動のお知らせ！
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センターからの
お知らせお知らせ

１．タクシー利用料金助成事業

タクシーの利用対象者および範囲が拡大されました!!
（拡大部分は下線部分です）
【内容】
町では、高齢者の方等が外出しやすい体制づくりの
ために、タクシーを利用する際、初乗り運賃を助成
しています。
利用できるタクシー会社…福井県内タクシー会社　
　　　　　　　　　　　（町が協定している会社）
舞鶴市内で営業する日本交通、京都タクシー
　　　　　　　　　　　（町が契約している会社）

【対象となる方】
65歳以上のひとり暮らし高齢者、要介護4・5の方
（在宅で生活されている方に限ります。）
身体障害等級　1級・2級・3級
　　　　　　（視覚・下肢・体幹・内部）
知的障害程度　A１・A２
精神障害等級　1級・2級・3級

※以下の方は対象から外れます。
・本人または家族が、障害等の方に対する自動車税          
や軽自動車税の減免を受けておられる場合

・施設に入所されている方

障
害
福
祉
の
各
種
手
当
が
変
わ
り
ま
す

種　
　

類

対
象
と
な
る
方

手
当
額
（
月
額
）

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
、
心
身
に
重
度
の
障
害

を
重
複
す
る
か
、
単
一
の
重
度
障
害

で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方

２
６
、３
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
、
心
身
に
重
度
の
障
害

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方

１
４
、３
3
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級
程
度

（
4
級
の
一
部
）
ま
た
は
療
育
手
帳
A

程
度
（
B
の
一
部
）
の
障
害
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

（
１
級
）
５
０
、５
５
０
円

（
２
級
）
３
３
、６
７
０
円

な
ご
み
保
健
課 

☎
77
・
１
１
５
５

問

※
手
当
額
（
月
額
）
に
つ
い
て
、
4
月
1
日
か
ら
右
の
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
て
い
ま
す

２．寝具洗濯乾燥サービス事業

寝具洗濯乾燥サービスの回数を見直し、取扱い寝具
類が変わりました !!
【内容】
町では、快適で衛生的な生活を支援するため、普段
使っている寝具類を対象に寝具乾燥等のサービスを
実施しています。
回数………………6月・11月の年2回
取扱い寝具………普段使っている寝具
（羊毛・羽毛も利用できるようになりました。）
【対象となる方】
65歳以上のひとり暮らし高齢者、要介護4・5の方
身体障害等級　1級・2級
知的障害程度　A１・A２
精神障害等級　1級・2級

は
じ
ま
り
ま
す

住住
民民
健健
診診

（お問い合わせ）　
　なごみ保健課　☎77・1155
　保健福祉室　　☎67・2000

●
５
月
か
ら
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

●
５
月
か
ら
申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

（（（（（

　

住
民
健
診
を
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
初
旬
に
各
世
帯
に
お
送
り
す
る
「
住
民
健
診
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
対
象
年
齢
等
を
ご
確

認
の
う
え
、
５
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ご
自
分
の
健
康
状
態
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
・
・
・

ぜ
ひ
住
民
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。



速かつ的確な対応を
おおい消防団辞令交付式迅

　新たに入団した消防団員への辞令交付式が行われました。

辞令を受け取った新入団員は「災害が無いことが一番ですが、

万が一災害が発生したとき、迅速かつ的確な対応ができるよ

う訓練に努めたい」と抱負を語ってくれました。

　また、辞令交付式に先駆けて永年勤続者の表彰が行われ、

時岡克知さん（仲の町）、上山長一さん（畑村区）のお二人が、

消防庁長官から30年にわたり地元の安全安心に貢献された

ことに対して表彰されました。　　　（４月２日　大飯分署）

んなで育む子どもたち
小学校新１年生へ防犯用ブザー贈呈式み

　福井エフエム放送株式会社から町内の新小学１年生へ防犯

用ブザーが贈呈されました。

　福井エフエム放送さんは、地域安全活動プログラム「みんな

で育むこどもたち！！」を合言葉に、県内の新小学１年生へ防

犯ブザーをプレゼントしており、今年で８年目となります。

　福井エフエム放送の方は、「このブザーの存在を広く知って

もらうことで、犯罪抑止につながってほしい」と語られました。

　もちろん、ブザーは危険を知らせるためのものであって、

子どもを守ってくれるものではありません。地域の皆さんの

ご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　（３月２８日　総合町民センター）

■星のフィエスタ実行委員会■星のフィエスタ実行委員会
　　　☎ 090・1958・0934　　　☎ 090・1958・0934

開催日決定！

若狭おおいのスーパー大火勢若狭おおいのスーパー大火勢
と　き　８月４日（土）　と　き　８月４日（土）　
ところ　うみんぴあ大飯ところ　うみんぴあ大飯
■スーパー大火勢実行委員会■スーパー大火勢実行委員会
　　　　　　☎ 77・9111　　　　　　☎ 77・9111

と　き　８月と　き　８月 1313 日（月）　日（月）　
ところ　あきない館周辺ところ　あきない館周辺
　　　　　　　　　　　　（名田庄小倉）（名田庄小倉）

名田庄星のフィエスタ２０１２
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場産業の新たな拠点地
　既存の施設の老朽化に伴い、平成１９年から整備を進めてき

た農産加工センター（名田庄西谷区）の竣工式が行われました。

　新しい施設は、鉄骨平屋建て、床面積９９６平方メートル

で総事業費は４億７，９１１万円。漬物、そば、菓子、総菜

の四つの加工品製造室があり、地元農産物を原料とした「名

田庄漬け」、「自然薯そば」などの加工品を製造したり、新商

品の開発などが行われます。

　最新の設備が導入されるなど効率的な製造工程を備え、生

産量はこれまでの１．５倍ほどになる見込みです。見学通路

もありますので一度足を運んでみてください。

　　　　　　　　　　　　（３月２６日　農産加工センター）

緒に頑張ろう！
福井県子ども会ジュニアリーダー研修会一

　嶺南各地域のジュニアリーダーとジュニアリーダーを目指

す子どもたちが集い、研修会が開催されました。

　研修会では、各地域の活動などについて、みんなで意見を

出し合ったり、レクリエーションで交流を深めたりと有意義

な時間を過ごし、たくさんの絆が生まれました。

　　　 　　　　　　　（３月２４日・２５日　大飯地域一円）

農産加工センター竣工式

に込められた気持ち
手づくりかみしばいコンクール入賞作品上演会絵

　名田庄図書館が公募していた「手づくりかみしばい」入賞

作品の上演会がぶらっとで開催されました。

　コンクールは１０回目で、上演会では大賞に選ばれた田中

誠治君（佐分利小６年）の作品などが、地元ボランティア「ブ

ランケットファミリー」の方たちにより朗読され、親子ら約

３０人が聞き入りました。

　　　　　　　　　　（３月２０日　里山文化交流センター）
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2626
日日((

土
）
・

土
）
・
2727  

日日((

日
）
日
）
1313
時時
3030
分
（
開
場
）
・

分
（
開
場
）
・
1414
時
開
演

時
開
演

　
　

 

場
所　

若
州
一
滴
文
庫　

０
７
７
０
・
77
・
２
４
４
５

　
　

 

料
金　

２
，
０
０
０
円

 地域密着型生涯学習の推進 ～「つどう」・「まなぶ」・「むすぶ」～

　佐分利公民館の花見まつりを皮切りに
各公民館で生涯学習推進事業が始まりま
した。
　自らが学び、まちづくりや仲間づくり
に生かし、日々いきいきとした生活をお
くっていただけるよう開催します。
　お気軽に公民館にお立ち寄りください。

読書会
20日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　一般

ブランケットファミリー
6日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ
　　　工作など

読書会
「源氏物語を読む会」
10日（木）
13:30 ～ 15:00

布絵本の会
14日（月）
9:30 ～ 11:30

 

えほん勉強会
20日（日）
9:30 ～ 11:30

布えほんサークル活動
20日（日）
13:30 ～ 15:30
対象　一般
　　　ボランティア会員

( 里山文化交流センター ) ☎ 67-3250

名田庄公民館 名田庄図書館

大飯図書館・史料館

☎ 67-3703

☎ 77-2820

おはなし会 おひざでだっこ
17日（木）
10:30 ～ 11:00
内容　０～ 3歳児とその
　　　保護者を対象にした
　　　おはなし会

フラダンス教室
2日 ,16 日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　荒木 和枝 氏

ボランティア養成講座講演会
27日（日）
13:30～15:30
講師　谷出 千代子 教授
対象　一般
演題　『はじめよう!読み聞かせ』

若
州
人
形
座
公
演

ブックスタート
16日（水）
13:00 ～ 14:30
演じ手　図書館ボランティア
場　所　保健センターなごみ

音楽とお話を楽しむ会
29日（火）
11:00～11:30
対象　0歳からの乳幼児から4歳までの幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・手遊び歌で遊びます。

寄せ植え教室
23日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　相蘇 龍一 氏
内容　季節の花の寄せ植え
参加料　2,000 円（材料代）

ちりめん細工教室
27日（日）
11:00 ～ 16:00
講師　上野 篤子 氏（手芸家）
参加料　2,000 円（材料代）

お しらせ

卓球教室
9日 ,16 日 ,23 日 ,30 日 ,6 月 6日（水）（全 5回）
19:30 ～ 21:00
場所　総合運動公園体育館
対象　小学 3年生～中学 3年生
保険料　200円

バスケットボール教室
17日 ,24 日 ,31 日 ,6 月 7日 ,14 日（木）（全 5回）
19:30 ～ 21:00
場所　総合運動公園体育館
対象　小学生以上
保険料　500円

町民体育デー
27日（日）
本郷地区：あみ～シャン大飯、総合運動公園体育館
佐分利地区：佐分利小学校
大島地区：しーまいる
名田庄地区：名田庄中学校グラウンドなど

所属公民館 年間行事予定

中央公民館  町を楽しむ会・花育て教室・映画会・健康教室

佐分利公民館  花見まつり・お茶席、体験コーナー・楽しく聴けるコンサート

大島公民館  親子釣り体験教室・野菜づくり教室

名田庄公民館  映画会・多聞の会・劇団ババーズ公演・きらきら寄席・人形芝居
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26
日(

土
）
・
27 

日(

日
）
13
時
30
分
（
開
場
）
・
14
時
開
演

　
　
　
　

  

場
所　

若
州
一
滴
文
庫　

０
７
７
０
・

場
所　

若
州
一
滴
文
庫　

０
７
７
０
・
7777
・
２
４
４
５

・
２
４
４
５

　
　

 

料
金　

２
，
０
０
０
円

5月

 The ★文楽

 

英会話教室
◆幼児コース　8日 ,22 日（火）19:30 ～ 20:15  
◆児童コース　1 日 ,15 日 ,29 日（火）19:30 ～ 20:15
◆一般コース　1日 ,8 日 ,15日 ,22日 ,29日（火）
                  20:30 ～ 21:30
講師　アレン・ローラ氏、センテノ・レベッカ氏

　3月 18日、里山文化交流センターにて、
「The ★文楽」が開催されました。「映像
紙芝居（八百屋お七 /吉三 恋の道ゆき）」
から始まり、「文楽鑑賞教室」「ヒナタカ
コ ミニライブ」までの 3部構成で、約
230 人の来場者がありました。「文楽鑑賞
教室」では、文楽協会出演者による文楽

説明、実演、また観客の中から文楽の
実演体験をしていただきました。来場
者からのアンケートでは、「（文楽は）
初めてなので、難しいなと思っていま
したが、詳しく説明していただいたの
で、感動しました。」などのご意見を頂
きました。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯
中央公民館

（総合町民センター）  ☎ 77-1150

佐分利公民館
（ふるさと交流センター） ☎ 78-1211

第2回やさしい歴史教室
19（土）
14:00 ～
講師　暦会館　藤田館長

暦会館・佐分利公民館連携講座
第 2回暦教室
12日（土）
14:00 ～
講師　暦会館　藤田館長

活 動日記

愛護センター
大飯支部巡回指導
15日（火）,30 日（水）
17:00 ～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

絵手紙教室
12日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺 淳 氏

大島公民館
（はまかぜ交流センター） ☎ 77-3011

バランスボール教室
18日 ,25 日（金）
19:30 ～ 21:00
講師　岩澤 恵子 氏

※それぞれ申し込みが必要です

フラメンコ教室
10日 ,24 日（木）
20:00 ～ 21:30 

講師　石田 ちなみ 氏

フラワーアレンジメント教室
11 日（金）
19:30 ～ 21:00 
講師　柿本 紀子 氏
参加料　2,000 円（材料代）

花育て教室
12日（土）9:30 ～ 11:30
講師　坂口 玉枝 氏
参加料　500円（高校生 250円）（教材費）

町を楽しむ会
16日（水）19:30 ～
対象　中学生以上
参加料　無料
内容　おおい町を楽しむことや情報発信とおもてなしの
工夫をしたりするため、気軽に話しあったり、講義を聞
くなどサロンのような会を始めます。

生涯学習推進事業

ガーデニング教室
9日（水）
10:00 ～ 11:30
講師　青池 かおり 氏
参加料　2,000 円

卓球教室
22日（火）,24 日（木）
29日（火）,31 日（木）
19:30 ～ 21:00
講師　中塚 寛 氏、早川 与志樹 氏

「
曾
根
崎
心
中
」

第 21回ファミリーウォーク
20日（日）
受付　9:00 ～
スタート　あきない館
今年は名田庄地区を歩きます。
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お
知
ら
せ
ら
せ

NEWS&EWS&

INFORMATIONNFORMATION

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 6 件
死者 0 人
傷者 8 人
物損 28 件

町 内交通事故発生状況
（平成24年 3月 31日現在）

人権相談人権相談
里山文化交流センター

5月16日 （水） 13時～15時
日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

　
　
　
　
　

制
度
に
つ
い
て

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
649日

お
お
い
町
商
工
会
☎
77
・
０
１
３
５

問Ｉ
Ｔ
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

町
中
小
企
業
振
興
資
金

　
　
　

融
資
制
度
に
つ
い
て

住
民
福
祉
課　
☎
77
・
１
１
１
１

問

福
井
県
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
１
５
０
０

問

自
動
車
税
の

　
　

納
期
限
に
つ
い
て

嶺
南
振
興
局
税
務
部

☎
０
７
７
0
・
56
・
2
2
2
3

問

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

お
お
い
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　

第
１
次
お
お
い
町
総
合
計
画
の
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
強
力
に
推
進
し
、
地
域
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
活
動
】

　

・
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
活
動

　

・
交
流
に
関
す
る
活
動

　

・
定
住
に
関
す
る
活
動

【
補
助
額
】

　

１
団
体
に
つ
き
10
万
円
〜
50
万
円
以
内

　

※
主
に
団
体
を
組
織
し
、
活
動
を
始
め
て
か
ら
の
期
間
に
よ
り
、
３

　
　

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
】

　

役
場
企
画
課
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

５
月
21
日
㈪
ま
で

企
画
課　
☎
77
・
１
１
１
１

問

　

平
成
24
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
31
日
㈭
で
す
。

※
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
原
則
と

し
て
24
時
間
ど
こ
で
も
、
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。

　

町
内
の
中
小
企
業
が
行
う
経
営
の

合
理
化
お
よ
び
近
代
化
の
た
め
に
必

要
な
資
金
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を

融
資
し
、
中
小
企
業
の
振
興
発
展
に

努
め
ま
す
。

【
融
資
対
象
】

①
町
商
工
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と

②
町
内
に
主
た
る
住
所
を
有
す
る
こ
と

③
町
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
継

　

続
し
て
営
ん
で
い
る
こ
と

④
融
資
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
町

　

税
完
納
者
で
あ
る
こ
と

⑤
融
資
に
あ
た
り
、
町
、
商
工
会
、

　

金
融
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
に
同

　

意
す
る
こ
と

【
資
金
使
途
】
運
転
資
金
・
設
備
資
金

【
貸
付
限
度
額
】　

１
，
０
０
０
万
円

【
貸
付
期
間
お
よ
び
利
子
】

　

５
年
以
内　
　

１
・
８
％

　

７
年
以
内　
　

２
・
２
％

【
利
子
補
給
の
額
】

　

融
資
利
率
の
２
分
の
１
相
当
額

【
利
子
補
給
要
件
】

　

福
井
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を

　

受
け
る
こ
と

【
取
扱
金
融
機
関
】

　

福
井
銀
行
、
小
浜
信
用
金
庫
、
福

　

邦
銀
行

　

福
井
県
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
嶺
南

支
所
で
は
、
次
の
と
お
り
Ｉ
Ｔ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ

さ
い
。

①
Ｍ
Ｓ
｜
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
基
礎
講
座

と
き　
６
月
12
日
㈫
、
13
日
㈬
、
14
日
㈭

　
　
　

各
日
13
時
〜
17
時

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
入
門

と
き　

６
月
７
日
㈭　

10
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

①
、
②
と
も
に
小
浜
市
白
髭
１
１
２

福
井
県
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー　
嶺
南
支
所

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
「
子
ど

も
手
当
制
度
」
に
代
わ
り
「
児
童
手

当
制
度
」
に
よ
り
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
４
月
〜
５
月
分
の
手
当
に
つ

い
て
は
、
従
前
の
「
子
ど
も
手
当
制

度
」
の
内
容
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
６
月
支
給
分
よ
り
所
得
制
限
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
基
準
額

９
６
０
万
円（
夫
婦
、児
童
２
人
世
帯
）

所
得
制
限
額
以
上
の
方
は
、
児
童
一
人

に
つ
き
、
一
律
５
、０
０
０
円
支
給

※
３
月
ま
で
お
お
い
町
に
て
、「
子

ど
も
手
当
」
を
受
給
し
て
い
た
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
出
生
、
転
入
等
の
場
合
は

申
請
が
必
要
で
す
。
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
や
や
衰
運
気
味
。
近

親
間
の
問
題
が
も
と
で
周
囲
の

調
和
が
崩
れ
そ
う
。
邪
念
を
す

て
誠
意
で
解
決
せ
ね
ば
大
き
な

損
失
と
も
な
る
。
焦
ら
ず
大
い

に
自
重
を
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
や
や
衰
運
と
も
い
え

る
。
あ
ま
り
強
気
な
行
動
は
好

ま
し
く
な
い
が
、
意
外
と
行
動

力
が
湧
き
人
間
関
係
も
広
が
る
。

調
子
に
乗
ら
ず
慎
重
に
行
動
す

れ
ば
和
が
保
た
れ
る
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
渋
滞
の
な
か
に
あ
る
。

自
信
過
剰
に
な
る
の
は
危
険
。
他

人
事
に
は
あ
ま
り
介
入
せ
ず
自

己
の
本
分
を
守
り
、
周
囲
の
充
実

に
努
め
る
の
が
必
定
。
大
事
の
こ

と
は
し
ば
ら
く
延
期
。

5月の運気5月の運気
   （5月 5日～ 6月 4日まで）   （5月 5日～ 6月 4日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
上
昇
し
総
て
が
活
気

に
溢
れ
て
く
る
。
し
か
し
焦
り

は
禁
物
、
逆
効
果
と
も
な
る
。

落
ち
着
い
て
確
実
な
情
報
の
も

と
に
行
動
す
る
こ
と
が
何
よ
り

大
切
。
好
機
は
必
ず
来
る
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
ま
だ
回
復
せ
ず
暗
雲

の
中
に
あ
る
が
ご
と
き
状
態
が

続
く
。
心
眼
を
用
い
て
前
途
を

誤
ら
ず
慎
重
に
行
動
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
光
明
は
必
ず
現
れ
る
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
盛
運
。
大
航
海
を
経

て
無
事
に
港
内
に
着
岸
し
た
船

の
如
し
。
た
だ
後
半
の
岐
路
が

肝
心
。
波
風
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
進
む
べ
き
航
路
の
選
択
で

吉
凶
が
大
逆
転
す
る
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
低
迷
の
状
態
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
全
て
に
自
信
喪
失

の
感
も
あ
る
が
好
機
は
必
ず
来

る
。
焦
ら
ず
自
信
の
充
実
に
努

め
る
の
が
将
来
に
つ
な
が
る
。

西
方
に
光
明
を
見
つ
け
よ
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
ど
う
に
か
低
迷
を
脱

し
た
。
躊
躇
せ
ず
行
動
に
移
っ

て
も
良
し
。
多
少
の
障
害
は
覚

悟
が
必
要
。
良
き
計
画
の
基
に

こ
そ
成
功
は
あ
る
。
粗
雑
な
企

画
で
は
成
就
も
容
易
で
は
な
い
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

た
だ
、
何
事
も
自
分
の
思
う
が
如

く
に
な
り
そ
う
な
気
も
す
る
大

き
な
錯
覚
。
今
は
境
目
に
有
り

も
っ
と
も
大
事
な
時
な
り
。
身
辺

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星

一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星

四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星

六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星

七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星

八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
し
ま
す

  

区
名　
　

       

氏
名

川　

上　

  

子
生
谷　

清
太
郎

三　

森 

　

藤
原　

健
治

久　

保 

　

柿
本　

正
博

安　

川 

　

荒
木　

敏
彦

福　

谷 

　

栗
田　

良
隆

石　

山 

　

武
藤　

政
幸

佐　

畑 

　

盛
下　

正
弘

小
車
田 

　

筒
井　

信
秀

鹿　

野 

　

中
川　

和
博

笹　

谷 

　

柿
本　

吉
治

岡　

安 

　

下
防　

和
明

神　

崎 

　

山
内　

均

広　

岡 

　

松
井　

健
治

万
願
寺 

　

福
尾　

達
雄

父　

子 

　

國
久　

英
雄

野　

尻 

　

桑
田　

隆
司

芝　

崎 

　

芝
田　

稔

山　

田 

　

小
林　

敏
行

岡　

田 

　

仲
瀨　

俊
平

小　

堀 

　

村
松　

良
治

成　

和 

　

白
谷　

利
幸

尾　

内 

　

時
岡　

喜
一
郎

長　

井 

　

堀
口　

賢
一

東　

浜 

　

芹
田　

友
之

犬　

見 

　

小
池　

功
師

駅　

前 

　

大
里　

辰
己

青　

戸 

　

田
ノ
口　

智
泰

１
の
１ 

　

池
田　

卓
夫

１
の
２ 

　

小
林　

一
守

　

２ 

　

松
宮　

一
仁

　

３ 

　

廣
瀨　

正
明

仲
の
町 

　

荒
木　

勝

　

５ 

　

千
綿　

順
一

　

６ 

　

時
岡　

達
郎

区長さんのご紹介平成 24 年度

　

７ 

　

荒
木　

正
広

　

８ 

　

荒
木　

紘
明

　

９ 

　

真
田　

正
春

10
の
１ 

　

神
田　

勲

10
の
２ 

　

渡
辺　

俊
策

　

11 

　

荒
木　

達
雄

12
の
１ 

　

森
本　

良
信

12
の
２ 

　

田
中　

信
彦

　

13 

　

田
中　

健
晴

　

14 

　

浜
田　

綱
好

　

15 

　

髙
木　

俊
弥

西　

村 

　

下
西　

幸
雄

南　

浦 

　

神
野　

透

河　

村 

　

寺
澤　

学

日
角
浜 

　

吉
田　

健
一

畑　

村 

　

光
野　

実　

脇
今
安 

　

井
ノ
本　

光
紀

宮　

留 

　

大
道　

定
雄

納
田
終 

　

老
羅　

忠
吉

坂　

本 

　

團　

正
隆

井　

上 

　

山
本　

守

西　

谷 

　

水
井　

房
和

　

中 

　

今
川　

直
樹

　

下 

　

田
中　

義
信

小　

倉 

　

東　

和
德

美　

川 

　

下
西　

源
司

久　

坂 

　

池
田　

繁
樹

三　

重 

　

早
川　

清
男

下
久
田 

　

大
下　

利
男

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,638.8億kwh 5,778日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 24年 3月末日現在の数値です。

　 　            原子炉起動時期未定

  　　           原子炉起動時期未定

  　　　　　  原子炉起動時期未定

4月 5月

大
飯
大
飯    

発
電
所

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics

原子力防災総合訓練を実施しました

平成24年

原子炉起動時期未定

たたたたたたた

追加要員の参集訓練（大島から発電所へ集まる様子）

大容量ポンプによる海水冷却系確保訓練

　３月１８日、福島第一原子力発電所事故（地震・津波により、全電源喪失）を想定し
た原子力総合防災訓練を行いました。
　訓練は関係機関相互の協力体制の強化などを目的に、大飯発電所、原子力事業本部、
関電本社ならびにプラントメーカー、協力会社社員を含め、約３００人が参加し、一体
となって実施しました。　　
　訓練では、追加要員の参集訓練、船舶を活用した資機材の運搬訓練等を実施し、緊急時
における対応を確認しました。
　今後も訓練を充実し、安全対策を確実に実施することにより、原子力防災対策の一層の
充実を図ります。

船舶による資機材運搬訓練
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な ご み

いきいき
   5月

まちの人口
平成24年 4月 1日現在　　（　）は前月比

保健福祉センター「なごみ」
なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

あっとほ～むいきいき館
保健福祉室　☎ 67-2000

休日在宅当番医

休日救急医療機関 小浜病院

■乳幼児健康診査

　２歳児・３歳児健診 11 日㈮

　６～７か月児・１歳６ヵ月児健診　　　   16 日㈬

■すくすく広場 18 日㈮

■マタニティセミナー 9 日㈬・23日㈬

■ポリオ予防接種 14 日㈪

■一般健康相談 17 日㈭

■はぐはぐの会 15 日㈫

■離乳食教室 8 日㈫

■心の健康相談・ミニデイケア 25 日㈮

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,796　　　　　（－４０）

   男　　　　　　4,289　　　　　（－１２）

   女　　　　　   4,507　　　　　（－２８）

世帯数　　　　　3,177　　　　　（－４）

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 24年 3月 13 日から
 　  平成 24 年 4 月 11 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   名前　       性別　     保護者　        住所

中官　 叶
とうま

真　　  男　　 亮行・菜緒　 　　小堀
宮本　 清

さやか

花　　  女　　 慎一・章代　 　　笹谷
宮本　 健

けんしん

伸　　  男　　 慎一・章代　 　　笹谷
山﨑　 颯

そうた

太　　  男　　 篤人・知明　 　　佐畑
井ノ本　 真

ま お

央　  女　　 浩士・佐登美 　　南浦
村松　 沙

さあや

郁　　  女　　 充朗・亜紀　 　　１３区
荒木　 陽

はるた

太　　  男　　 貴史・照代　 　　安川

  名前         年齢      性別　　  住所

松宮　正剛　　　58歳　　  男　     岡田
田中　久代　　　95歳　　  女　     神崎
門野　洋子　　　71歳　　  女　     名田庄中
山端　智志　　　57歳　　  男　     川上
塚本　傳義　　　84歳　　  男　     鹿野
山﨑　房子　　　96歳　　  女　     鹿野
下防　辰男　　　86歳　　  男　     岡安
柿本　保　　　　96歳　　  男　     笹谷
杉左近　なほ　　79歳　　  女　     駅前
板谷　シズ子　　93歳　　  女　     名田庄虫鹿野

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■すくすく広場 11 日㈮

■一般健康相談 毎週木曜日

■老人クラブ健康相談

　三重老人クラブ 18 日㈮

　西谷老人クラブ 25 日㈮

■ふれあいのつどい 16 日㈬

■納田終・井上・中地区 8日㈫ 17日㈭ 25日㈮

■坂本・西谷地区　　 2日㈬ 15日㈫ 24日㈭

■下久田・久坂・下地区 10日㈭ 18日㈮ 29日㈫

■三重・小倉・美川地区 11日㈮ 22日㈫ 31日㈭

  3日（木）  高浜病院　　      4日（金）  高浜病院

  5日（土）  堀口医院　　      6日（日）  高浜病院

13日（日）  なごみ診療所    20日（日）  和田診療所

27日（日）  高浜病院　　   

たかさご
    名前　           住所（）は旧姓・旧住所

 日退　貴博　　　　　青戸
（荒木） 千恵　　　　　（１３区）

 芝田　博行　　　　　６区
（杉田） 佳子　　　　　（小浜市）

 赤嶺　俊典　　　　　１５区
（山田） 葵　　　　　　（岡田）

 上中　信也　　　　　名田庄久坂
（欠戸） 俊江　　　　　（名田庄納田終）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

※先月号のまちの人口において、内容に間違いが
　ありました。深くお詫び申し上げます。
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
TEL 0770-77-1111　
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X
 0770-77-1289　

E-mail kikaku@
town.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
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福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
24
年
4
月
24
日
◆

広
報

広
報

▼
連
日
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
の

ト
ッ
プ
を
飾
る
原
子
力
発
電

所
関
連
の
話
題
▼
長
年
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
協
力

し
、
原
子
力
発
電
所
と
共
存

し
て
き
た
町
と
し
て
、
ま
た

再
稼
働
に
一
番
近
い
原
発
と

し
て
、
お
お
い
町
が
国
内
だ

け
で
な
く
世
界
中
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
▼
そ
ん
な

中
、
あ
る
町
民
の
方
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い

て
は
っ
と
し
ま
し
た
▼
「
今
、

町
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
視
線
は
厳
し
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

注
目
度
を
活
か
し
、
町
の
観

光
面
に
お
け
る
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
に
し
ま
し
ょ
う
」
▼
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
、
辛
い
事

が
あ
っ
た
と
き
に
悲
観
的
に

考
え
て
し
ま
う
性
格
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
▼
何

を
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い

時
期
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

い
つ
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方

で
い
れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
チ
ャ

ン
ス
が
回
っ
て
く
る
ん
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
（
な
る
と
）

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町本郷

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

県
道
の
シ
バ
ザ
ク
ラ

              

　

鮮
や
か
な
帯
状
に
な
り
、
美
し

い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
み
せ
る
丸
山

公
園
周
辺
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
。
景

観
向
上
と
雑
草
対
策
を
兼
ね
て

２
０
０
３
年
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
米
原
産
で
四
・
五
月
頃
に
サ
ク

ラ
に
似
た
形
の
淡
桃
、
赤
、
薄
紫
、

白
色
な
ど
の
花
を
咲
か
せ
、
葉
形

や
そ
の
匍ほ

ふ
く匐

性
な
ど
か
ら
シ
バ
ザ

ク
ラ
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
は
五
月
上
旬

ま
で
が
見
頃
で
す
。

写
真
・
粟
野
氏　
（
小
浜
市
）　


